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目標都市像

地区別構想

財政状況・予算案

土浦の独自性を生かし
人が輝き、まちがきらめく土浦

若者活躍拠点×市街地活性

中央

多世代間交流×廃校活用

新治

福祉×空地活用
北部

自転車×公共交通
南部

約200億円

将来負担額

69.6%

県平均42.9％(H25)

将来負担比率 標準財政規模

約290億円

土浦市(平成28年度)

土浦が抱える課題に焦点を当て、再び輝きを
取り戻させる。土浦が抱える課題を土浦の強みに、

人とまちが輝き光る土浦を目指す。

土浦の財政状況を表す指標として、将来負担比率を考える。
現状の将来負担比率と比較して、
実現可能な提案を検討する。

磨けば輝く人がいる、磨けばきらめくまちがある
まちの埃を払ってやれば、市民の誇りが現れる

提案 あぐりパーク土浦

農
農業体験・地産地消

業に触れる

旧校庭を利用した
グランピング施設

自 然を感じる

旧校舎を活用した
多世代間交流

人 とつながる

旧斗利出小学校

廃校を活用し、多世代間交流の拠点として、農業体験、
グランピング施設を含む「あぐりパーク土浦」を提案する。
交流空間の創出だけでなく、雇用面ではリタイア層世代の
活躍、観光面ではりんりんロード沿いの観光拠点としての
効果も期待できる。

提案 ヒーリングガーデン

地域交流

地域住民 患者

リハビリ
園芸療法両者の

交流

空き地

土浦協同病院周辺の空き地を利用し、地域
住民と土浦協同病院患者が作り上げていく
庭園「ヒーリングガーデン」を提案する。

北部は今後、医療拠点としての機能を担っ
ていく街であり、また、住宅街の空き地は、景
観の悪化や治安の悪化の原因になる。

ヒーリングガーデンの利用により、両者の
交流を通じて、地域住民が福祉の担い手に
なることが期待できる。

提案 シクロポリタン導入計画

「シクロポリタン」とは？

環境に優しい次世代型タクシー

・フランス発祥の電動アシスト付き
自転車
・日常生活の足としてや
観光地巡りの公共交通として

高齢社会＆入り組んだ道路が多い南部地区に有効

◇シクロポリタンのメリット

・小回りの効く車体サイズ
・買い物などdoor-to-doorで移動できる
・ガソリン車に代替することでCO2を削減
・かゆいところに手が届く中距離用交通,etc.

シクロポリタンの導入にあたり、活動拠点
として廃園予定のある「大岩田幼稚園」を

選定した。近隣の烏山団地の居住者に限り、
南部地区+土浦駅周辺を行動範囲に設定し、
試験的な導入を計画する。

提案Ⅰ 自転車専用レーン整備 提案Ⅱ モール５０５の改装

整備後の様子

花火大会の
鑑賞スポットに

土浦高架道の一車線を自転車専用レーン
に整備する。自転車を利用した中心市街地

活性化に貢献。バス停区域は、土浦
花火大会時の鑑賞スポットに活用
する。自動車は、土浦駅東口から
つくば方面への一方通行に整備する。

夢市 減築

モール505の減築により、薄暗く立ち寄りがたい

課題を解消する。起業をしたい、芸術家になりたい
などの夢を持つ人が日単位で店を経営したり、
ブースを設けて作品を売ったりできる市「夢市」を
開催することで、賑わいと活気を取り戻す。


